
子育てを応援したい
あなたへ

※訪問型病児保育は、訪問型病児保育センター事務局が実施する病児保育専門研修も
受講が必要です。

活動を始めたい方は
さかいチャイルドサポーター研修の受講・修了が必要です

ファミリー・サポート・
センター提供会員

こどもと関わるために必要な知識や技能を学びます。
上記以外の活動ができるコースもあります。
募集 ・地域保育コース
　　　 （ファミリー・サポート・センター事業、地域型保育事業、一時預かり事業）
　　 ・子育てアドバイザー養成コース
場所 堺市産業振興センター（中百舌鳥駅前）
要申込 6月1～15日

おおむね7～21時

少しの空き時間やこれまでの経験を、必要とする家庭の安
心につなげてみませんか。3つの活動内容を紹介します。

通園・通学の送迎や、放課
後など保護者が不在となる
時にこどもを預かります。

　 堺市ファミリー・サポート・センター
　 （☎℻222-8066）

　 同研修運営事務局
　 （ポピンズプロフェッショナル☎080ｰ5924-9662　℻06-6367-2105）

活動時間

対象

主な
活動場所

形態 有償ボランティア

提供会員の自宅や通園・通学路など

▶事務局が会員同士をつなぎ、必要な
サポートを行うので、安心して活動 
を始められます

▶活動中の困りごとを相談できる体制
があります。また、万
が一の事故に備えてセ
ンターが保険にも加入
しています

市内在住で20歳以上の方

子育ての不安・悩みを抱える家庭や、
支援が必要な子育てサークルで相談・
助言などを行います。

子育てアドバイザー

　 こども育成課
　 （☎228-7612　℻228-8341）

▶地域で子育ての悩み相談を受け、必
要に応じて行政へのつなぎ役として
活動します

▶自身の経験や学びを生かし、地域の
子育てを支えるやりがいを感じるこ
とができます

市内在住で子育て経験がある方

おおむね月～金曜日9～17時30分

依頼者の自宅、子育てサークル・サ
ロンなど

有償ボランティア

経験を生かして悩みに寄り添う送迎や預かりでサポート

～身近な地域で始めるサポート～

訪問型病児保育センター
サポート会員

▶働く家庭や療養中のこどもに寄り 
添い、地域の子育てを担う一員と
して関わることができます

▶事務局からの支援やフォローアッ
プ研修を受けながら活動できます

急な発熱やけがで通園・通
学ができなくなったこども
の自宅に訪問し保育します。

こどもの急な病気の時に支える

月～土曜日7時30分～19時

有償ボランティア

利用会員の自宅

市内在住で20歳以上の方

　 堺市訪問型病児保育センター
　 （☎228-7668　℻228-7661）

詳しくは
こちら↓

問 問 問

問
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